
『
聡
伽
師
地
論
』
は
本
地
分
中
有
尋
有
伺
等
三
地
の
う
ち
の
不

如
理
作
意
施
設
建
立
段
に
お
い
て
、
十
六
異
論
念
且
画
留
ロ
胃
閏
‐

且
巴
を
説
示
す
る
（
１
）
。
こ
れ
は
十
六
種
の
外
道
等
の
説
を
紹

介
・
批
判
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
成
立
以
前
の
諸
思
想
や
本
論

の
成
立
時
期
を
確
認
す
る
上
で
、
何
ら
か
の
手
掛
り
を
提
出
す
る

で
あ
ろ
う
事
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
十
六
異
論
各
説
の
概
略
お

よ
び
そ
れ
と
既
知
の
学
派
・
思
想
家
と
の
対
照
に
つ
い
て
は
、
そ

の
簡
略
な
る
も
の
を
先
に
示
し
て
あ
る
（
２
）
の
で
、
こ
こ
で
は
十

六
異
論
中
第
一
の
「
因
中
有
果
論
」
ｅ
①
冒
号
巴
閉
且
‐
乱
§
）

に
つ
い
て
若
干
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
本
論
に
説
示
さ
れ
る
「
因
中
有
果
論
」
の
定
義
は
「
常
常

時
恒
恒
時
於
一
諾
因
中
一
具
有
一
果
性
こ
で
あ
り
、
常
に
恒
久
に
因

中
に
実
に
果
が
存
在
す
る
と
い
う
も
の
で
、
雨
衆
外
道
す
な
わ
ち

サ
ー
ン
キ
ャ
学
派
の
ぐ
腎
租
”
眉
冨
の
説
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ぐ
閏
協
彊
亀
画
は
世
親
と
同
年
代
と
さ
れ
る
ぐ
旨
昌
７

冨
乱
圏
の
師
で
あ
り
、
『
倶
舎
論
』
に
も
そ
の
名
が
見
い
出
さ

十
六
異
論
考

清
水
海
隆

れ
、
当
時
の
仏
教
徒
か
ら
は
サ
ー
ン
キ
ャ
学
派
の
代
表
的
学
者
と

見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
又
そ
の
生
存
時
期
は
三
世
紀
頃

と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
本
論
は
更
に
「
因
中
有
果
論
」
の
成
立
根
拠
と
し
て
以

下
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

仙
若
従
一
波
性
一
此
性
得
し
生
一
切
世
間
共
知
共
立
彼
為
二
此
因
一
非
レ

余
…
…
由
二
施
設
一
故
。

側
叉
求
レ
果
者
唯
取
二
此
因
一
非
レ
余
…
…
求
取
故
。

側
又
即
於
レ
彼
加
レ
功
営
一
職
諸
所
求
事
一
非
レ
余
…
…
所
作
決
定
故
。

側
又
若
彼
果
即
従
し
彼
生
不
一
徒
し
余
生
一
・
・
…
生
故
。

す
な
わ
ち
、
側
Ａ
か
ら
Ｂ
が
生
じ
る
時
に
Ａ
は
Ｂ
の
因
で
あ
る

と
一
般
に
施
設
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
切
果
を
求
め
る
者
が
因
を

取
る
か
ら
で
あ
り
、
側
求
め
る
所
の
事
を
な
す
こ
と
に
用
い
ら
れ

る
か
ら
で
あ
り
、
い
あ
る
も
の
か
ら
そ
の
果
が
生
じ
る
か
ら
で
あ

る
と
さ
れ
、
更
に
艸
施
説
の
故
で
あ
り
、
側
質
料
因
を
取
る
が
故

で
あ
り
、
側
仕
事
が
決
定
し
て
い
る
が
故
で
あ
り
、
伽
生
起
の
故

で
あ
る
と
説
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
本
論
に
示
さ
れ
て
い
る
、
ぐ
閏
笛
頤
営
冒
に
帰
さ
れ
る

「
因
中
有
果
論
」
の
説
示
の
概
要
で
あ
る
。

次
に
、
ぐ
腎
笛
頓
ｇ
冒
が
属
す
る
と
さ
れ
る
サ
ー
ン
キ
ャ
学
派

の
諸
論
書
に
お
い
て
、
先
の
説
示
に
類
す
る
も
の
の
存
在
を
考
え
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て
承
る
と
、
そ
れ
は
同
学
派
の
主
要
典
籍
で
あ
る
涼
ぐ
目
印
算
曾
四

の
。
曇
闘
昌
丙
彦
胃
‐
属
閏
涛
哩
．
の
第
九
頌
に
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
第
九
頌
に
は
以
下
の
よ
う
に
五
根
拠
が
示
さ
れ
て

い
る
。

③
無
不
レ
可
レ
作
故
（
無
か
ら
作
ら
れ
な
い
か
ら
）

⑧
必
須
レ
取
レ
因
故
（
果
は
質
料
因
を
取
る
か
ら
）

。
一
切
不
し
生
故
（
一
切
の
果
が
同
時
に
発
生
す
る
事
は
な
い
か

ら
）

、
能
作
一
所
作
一
故
（
能
力
あ
る
も
の
が
能
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
べ

き
も
の
を
作
る
か
ら
）

⑧
随
し
因
有
し
果
故
（
果
は
因
と
等
し
い
状
熊
で
あ
る
か
ら
）

以
上
の
故
に
因
中
有
果
で
あ
る
と
説
示
さ
れ
る
。

こ
の
㈹
～
⑧
を
先
の
本
論
説
示
の
「
因
中
有
果
論
」
の
い
～
い

と
対
照
さ
せ
て
見
る
と
、
切
求
取
故
Ｉ
⑧
必
須
取
因
故
、
側
所
作

決
定
故
Ｉ
Ｄ
能
作
所
作
故
、
側
生
故
Ⅱ
⑥
一
切
不
生
故
で
あ
り
、

仙
由
施
設
故
と
個
随
因
有
果
故
と
の
間
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
又
㈹
無
不
可
作
故
は
因
中
有
果
論
の
大
前
提
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
論
説
示
の
「
因
中
有
果

論
」
と
《
《
留
日
丙
辱
冒
１
厨
胃
涛
哩
》
第
九
頌
の
そ
れ
と
が
同
一
の
根

拠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に

サ
ー
ン
キ
ャ
学
派
に
お
い
て
は
、
因
中
有
果
論
は
ぐ
閏
潤
彊
逼
“

室
町
時
代
に
お
け
る
京
都
日
蓮
教
団
各
門
流
を
構
成
す
る
要
素

を
検
討
す
る
こ
と
の
一
環
と
し
て
、
各
地
に
創
建
さ
れ
て
い
っ
た

の
所
説
が
扉
ぐ
肖
乎
再
普
四
に
よ
っ
て
第
九
頌
に
ま
と
め
ら
れ
た

こ
と
が
、
本
論
所
説
よ
り
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
他
方
本
論
に

お
い
て
は
、
ぐ
即
租
恩
葛
画
と
尿
ぐ
胃
四
傳
心
息
の
活
動
年
代
か
ら

し
て
、
そ
の
成
立
時
期
を
三
～
四
世
紀
半
頃
に
お
く
説
が
確
認
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
右
で
検
討
し
た
例
も
示
す
如
く
、
十
六
異
論
の

説
示
は
本
論
の
成
立
論
の
承
な
ら
ず
、
そ
こ
に
所
引
の
諸
思
想
を

検
討
す
る
資
料
等
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
な
す
も
の
で
あ
る
事

が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕（

１
）
『
大
正
』
三
○
・
三
○
三
Ｃ
以
下

（
２
）
『
印
仏
研
』
三
一
巻
跡
収

室
町
時
代
に
お
け
る
地
方
寺
院

の
形
成
・
発
展
に
つ
い
て

糸
久
宝
賢
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